
東北農業研究 (Tohoku Agric Res)39, 121-122(1986)
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: は じ め に

水田利用再編対策の中でハ トムギは低湿地水田でも生産

可能な畑作物として導入されている。ハトムギの移植栽培

は,当県では 5月 下旬が適期とされ,従来の水稲稚苗移植
の適期より遅れており,労働力の競合を避ける.資材の共
同使用が図れる等の利点があり,水稲からの転作目として

好適である。また,日面に水を張ることから来る有利性
(鳥害を避ける,除草労力の低減 )も見逃せない。しかし,
機械移植による欠株率は 5～ 6%程度とやや高く1),その

改善が望まれている。著者は欠株率の低減を計るため欠株

率に影響する因子として考えられる機械の調整,床土の質 .
苗条件 ,掻取爪の種類,圃場条件等について若千の検討を

行ったので報告する。

2試 験 方 法

試験区には代掻きの条件の異なる3筆の日を使用し,そ
れぞれに播種後ハウスで20日 間育苗した苗,30日 間育苗し

た苗 (以後.20日 苗,30日 苗とする)を移植し,その結果

を検討した。

3 試験結果及び考察

(1機械の調整

表 1に移植期の調整と掻取本数の関係を示す。苗横送り

回数は掻取の際に掻取面の横幅を最大とするため,18回に

固定し,播種量は過去 3か年間と同様に 180′ とした。掻
取幅は57赫,15口,20細で行った。 15田 と20mでは掻

表 1 移植機の調整

B 種

縦 掻 取 幅 (繭 )

掻 取 本 数 (本 )

掻取本数 (本)(理論値 )

箱当たり播種量は 180夕 (乾燥重 )。

苗横送り回数は 18回。

広幅掻取爪使用

取本数に有意の差が認められず, 縦掻取幅が,15碑以上
であれば,掻取本数 2本を確保できることが判った。
表 1に示すとおり理論値では20mで 30本であるが実測値

では23本 と低い値であった。ハ トムギは05～ 09椰 と

種子が大形であり,掻取面積が増加しても形力縦 方向に長
過ぎるため掻取本数が増加しなかったものと推定される。

掻取爪は一定の掻取り本数を確保するため,広幅掻取爪 ,

通称プロック爪 (箱爪 )を使用した。

●)床土の条件
表 2に床土の差による欠株率を示す。機械の調整は縦掻

取幅を20"と し,その他の条件は前述のとおりとした (室内

試験)。 粘性の赤色植土を水稲用床土に等量混合した場合

の欠株率は従来の水稲jlI床上を使用した場合の半分以下で

あり,95%の確率で有意差が認められた。粘性の土は苗同

士のバラケを防止し,圃場では土つき苗のおもりとして苗
の植付け姿勢の矯正の役割を果たすと考えられる。

表2 床上の差による欠株率

1区

(%)

2区

(%)

3区

(%)

4区

(%)

水稲用床土のみ

やや粘性の床土

100
75
163
75
50
0

10'
44

注_ 1)広幅掻取爪使用。
2)1区の調査株数は40株。
3)やや粘性の床土は水稲用床土 (N成分 2夕 )
に赤色埴土を等量混合した。

“

)苗条件と圃場条件
表 3に は代掻条件の異なる三筆の圃場にそれぞれ20日 苗

と30日 苗を移植し,苗条件と圃場条件を要因とした 2元配

置の圃場試験の結果を示す。

1)苗条件

移植時の苗条件は表 3の注. 2に しめすとおりであった。

移値後の欠株率はいずれの区でも30日 苗が高く,植付本
数は20日 苗が多かった。また,葉の苗損傷率は草丈の高い
30日苗がいずれの区でも高かった。

" 
圃場条件

移植時の苗条件は表 3の注, 3に示す,移植後の欠株率

15     20

20  22
22   30

注     1 )

2)

3)

5 7     20

12   23
0'   30
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代掻き 苗 質
欠株率

(%)

植付本数

(本 )

苗損傷率

(%)
植付深度

(“ )

10日 前
20日苗
30日苗

7日前
20日苗
30日 苗

2日 前
20日苗
30日苗

表 3 植付精度

注_ 1)移植は 5月 27日。
2)移植時の苗の形態。
20日苗 :苗長 163昴 ,苗令19,中茎長04“
30日苗 :苗長232翻 ,苗令21,中茎長03昴
3)落水は移植10日 前代掻区では移植 5日前,移
植 7日前代掻区では移植 2日 前,移植 2日 前代
掻区では移植当日に実施した。
4)値はすべて 1区 100株 , 4反復の平均値。

は同じ苗質問で比較した場合,移植 7日 前代掻区が最も植

付精度に優れていた。表 4,表 5は欠株率と植付本数に優
れていた。表 4,表 5は欠株率と植付本数にどの因子が影
響を与えているかを検討した結果である。欠株率では苗質

で
'9%の
確率で,植付本数では苗質,代掻きの両因子で,9

%の確率で有意性が認められ,欠株率には苗質が,植付本

表 4 欠株率の分散分析表

平方和 自由度 分 散 分散比

A 苗  質
B 代  掻
AXB誤 差

R(AB)誤 差
全 体

1 04

081

004

0 63

2 53

1

2

2

18

23

1 04

041

002

004

2953幸。

11 52

051

表5 植付本数の分散分析表

注 1)Aの 苗質は20日苗と30日苗。
2)Bの移植前代掻日数は10日 , 7日 , 2日。
3)ネネ印は,9%の確率で有意差が認められるこ
とを示す。

4)R(AB)誤 差は測定誤差,A× B誤差は交互
作用による誤差。

数には苗質,代掻きの両因子が影響を与えていると考えら
れる。

4 ま  と  め

(1)草丈20ca以上の苗確保

●)広幅掻取爪使用による正確な掻取面積の確保
13)やや粘性の床土使用
●)田植機の機械の調整は苗横送り回数18回 ,縦掻取幅15
m以上とする。
6)土性により異なるが,赤色埴土の圃場では移植 7日 前
代掻き, 2日前落水とする。

以上により,欠株率24%,植付本数26本が確保でき
7_。

引 用 文 献

1)根岸邦男,阿部俊彦 1984ハ トムギの機械移植法
東北農業研究 35:99100

要  因 平方和 自由度 分 散 分散比

A  苗  質
B 代  掻
A× B誤 差
R(AB)誤差
全 体

41917

'3685 59

275 24

79368

1

2

2

18

23

41917

46 84

279

15 29

2, 41拿 *

3 06

018
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